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感染対策 2.0 の実践でコロナを乗り切れ！ 

除菌ゲート「ウイルスゲート・ショット」業界別活用報告 

－ 建設業界 － 
 

依然、猛威をふるう新型コロナウイルス。「マスク」、「手洗い」、「ソーシャルディスタンス」等、従来の感染予

防対策では、もはやこの脅威を乗り切れないという事で、「マスク（飛沫感染防止）」「手洗い（環境表面対策）」「ソ

ーシャルディスタンス（飛沫感染防止）」だけではなく、この基本感染対策に「環境表面強化ケア」をプラスした対策 

である新たな感染予防対策「感染予防対策 2.0」移行・実践への関心と移行が高まっています。 

当社では、薬剤噴霧型除菌ゲート「ウイルスゲート・ショット」や空間除菌や環境表面ケアに除菌コーティング（除

菌物質を環境表面に長時間定着させることで薬剤よりも効果を格段に長持ちさせる）ができる除菌ＡＩロボット「サー 

ビスショットα５号機」が、効率よく「感染予防対策 2.0」を実践できるということで大変好評です。 

また当社は、設置や運用支援に営業担当が現地で立会い、運用ノウハウ等の蓄積に努めており、その運用ノウハウや 

現状を、不定期ではありますが業界別にご紹介して参ります。今回は、導入が加速しつつある建設業界における除菌ゲ

ート「ウイルスゲート・ショット」の活用をご紹介いたします。 

 

◆通常電源さえあれば、どこでも設置どこへでも移設が可能     

建設業界もこのコロナ状況下では、景気が良いとは言えません。しか

しながら、公共事業や土木建築などを扱う建設業はそんな中でも堅調と

いえます。そのような建設現場では、相変わらず人手不足も深刻化して 

おりコロナ感染で更に人員が確保できない状況も生じています。 

当社の除菌ゲート「ウイルスゲート・ショット」は、通常電源が１つ

あれば、どこでも利用・移設できることから建設事務所への導入から最

近では建設現場へ波及するという流れが顕著になっています。                       

また、夏場になって熱中症対策から国土交通省より「建設業における

新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（改定）」夏期の気温・湿度

が高い時期においては、屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）

が確保できる場合にはマスクを外す。という指針もでており、飛沫等が

環境表面に付着し感染拡大を招く危険性もある事や、基本的感染予防で 

は防げないという抜本的な問題が当社ゲート導入の背景にあるようで 

す。 

 

 

（写真上：イメージ写真 写真下：土木事務所のウイルスゲート・ショット） 

 



◆一般企業では感知センサーが主流も建設業界では・・・。 

一般企業では、「ウイルスゲート・ショット」の除菌噴霧に関しては、行うか行わないかを、お客様などの実

施者が選択できるように噴霧スイッチを感知センサー（手をセンサーにかざすとスイッチが入る）で利用される

企業が多いのに対して、建設業界では、対人センサー（人を検知したら自動的に噴霧）を活用して自動噴霧を希

望される企業が多いのが特長となります。当社「ウイルスゲート・ショット」はどちらでも選択可能なので選定

のポイントとなっています。（事務所や本社等の玄関は感知センサー、現場は対人センサーと１社でも用途を考

慮して選択されていらっしゃいます。） 

 

 

◇株式会社アルファクス・フード・システム 

AFS 社は、1993 年の創業時より一貫して外食チェーン向けに業務基幹システム「飲食店経営管理システム(R)」

と勤怠集計管理システム「Timely」を主力にＡＳＰ／クラウド型でトータルソリューションを提供し、大手外食

チェーンを中心に導入店舗数は累計約 26000 店（約 1,800 社）で利用されています。また、手作業が前提となる

食材・備品発注作業を当日在庫等に考慮して完全に自動的に補充発注できる「自動発注システム」（特許取得） 

を開発し、世界的な食品ロス削減に向けて提供しています。 

社名： 株式会社アルファクス・フード・システム（ALPHAX・FOOD・SYSTEM CO.,LTD） 

東証 JASDAQ 上場（証券コード 3814） 

https://www.afs.co.jp/ 

所 在 地：山口県山陽小野田市千崎 128 番地（江汐公園内） 

代 表 者： 代表取締役社長 田村 隆盛 

事業内容：外食企業向け IT システム提供 

1．ＡＳＰ／クラウド型基幹業務サービス「飲食店経営管理システム(R)」の販売・サポート 

2．システム機器の企画・販売 

3．ハードウェア・ソフトウェアの全国メンテナンスサービス 

4．自社製品・サービスの開発・検証を兼ねたホテル・レストランの運営 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社アルファクス・フード・システム 

マーケティング営業戦略部：担当 菊本・箭島  Tel :0836-39-5151 E-mail:info_s@afs.co.jp 


